
【小学校費-学校管理費】 報酬 14,244,594円　手当 2,503,219円　旅費 6,697円
【中学校費-学校管理費】 報酬 6,593,880円　手当1,232,234円　旅費 2,738円
【幼稚園費-幼稚園費】 報酬 3,247,296円　手当 662,444円　旅費 1,776円

備　 考 　歳出区分については幼小中において別のため、記入不可。

項 目

特定財源の名称・金額 電源立地対策推進交付金事業 4,362,824円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 9 教育費

  うち繰越分↓
26,517,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 25,690,298

  うち繰越分↓
24,132,054

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

4,362,824
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

4,400,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b) 4,400,000
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

30,917,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 30,090,298
  うち繰越分↓

28,494,878

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　幼・小・中学校では、軽度発達障害等で支援を要する幼児・児童・生徒が普通教室に在籍しており、教師
の特別な配慮のもと学校生活を送っている。日常生活動作の介助、学習活動や仲間づくりのサポートが必
要とされるため、特別支援教育支援員を配置する。

・足代小学校 2名　　昼間小学校 2名　　加茂小学校 3名　　三庄小学校 2名
・三好中学校 2名　　三加茂中学校 2名
・足代幼稚園 1名　　昼間幼稚園 1名

事務事業の成果
結果・実績はどうか

　対象者だけでなくクラス・学校全体で「学びやすい」教育環境が整った。「特別支援教育支援員」の活用
が、障害に応じた適切な教育を行う上で重要な役割を果たしている。

特記事項
　会計年度任用職員の人件費に電源立地対策推進交付金事業交付金を充当している。
特別支援教育支援員9名の人件費（令和4年7月分～令和4年10月分）
足代小学校 2名　昼間小学校 2名　加茂小学校 3名　三庄小学校 2名

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

町内の幼小中学校に在籍する特別な支援を要する幼児・児童・生徒 対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　児童・生徒それぞれの「学びにくさ」に応じたきめ細やかな対応を行い、適切な発達を促し、安全で安心
できる教育環境を整え、豊かな学校生活を過ごせるよう支援する。

事業継続年数 事業開始年度 平成20年度

分野別施策 １　学校教育の充実 所 属 長 大西 輝明

主な施策 ２　生きる力を育む教育活動の推進 電話番号 79-3630

第２次
総合計画体系

政策目標 ２　豊かな心を育むまち 担当部署 学校教育課

根拠法令等 教育基本法　学校教育法　障害者の権利に関する条約　障害者基本法

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 特別支援教育支援員配置事業 整理番号 1313-013

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


